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要 旨

【目的】保健師の事業化・施策化能力の向上に向けて、既存の能力項目では不十分な点を、実装科学の

視点から明確化することとした。

【方法】先行研究で明らかにされた事業化・施策化能力の項目 以下、事業化・施策化項目 と実装科学

に基づく項目（以下、IDAS 項目）をエクセル上に並べ、対応する項目の内容を比較検討した。

【結果】157 の事業化・施策化項目が IDAS 項目と対応していたが、IDAS 項目にのみ見られた項目は、

【事業特性】3 項目、【内的要因】1 項目、【個人特性】1 項目であった。 
【結論】事業化・施策化能力において、エビデンスに基づく実践を推進するために、新たに自地域にエ

ビデンスを適応させること、部署・職場内でのリーダーシップを発揮すること、個人が自己効力感を持

ち実践することができる学習機会の設置や研修プログラムの開発、実際の事業化・施策化展開過程にお

けるオンザジョブトレーニングを行う重要性が示唆された。 
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Ⅰ．緒言

近年、日本では、健康課題が複雑化・深刻化し

ており、今後も様々な社会の変化が予想される 1)

ため、さらなる健康課題の変化への対応が求めら

れている。自治体に勤める保健師（以下、保健師）

は、活動指針において、地域の実態把握により明

確化した健康課題に対し、保健医療福祉計画を策

定し、事業化・施策化を推進する役割が示されて

いる 2)。保健師の事業化・施策化については、多

くの質的研究 3-13)で、その能力やそれに資する要

素の明確化がなされている。 
一方、限られた資源の中で効果的・効率的に事

業化・施策化を行うには、最新・最良のエビデン

スを取り入れることが求められており、それを系

統的に推進する方法を研究する学問領域 14)とし

て実装科学が注目されている。公衆衛生の領域に

おいても、エビデンスに基づく公衆衛生の実践能

力の向上が求められている 15)。しかし、保健師を

対象とした全国調査では、研究成果の吟味・適用・

評価の実施度が低い 16)という結果があり、保健師

のエビデンス活用能力の課題が指摘されている。

実装科学に関する理論や枠組みを用いることで、

地域や特定の領域に相応しい事業を提供できる

可能性がある 17)と言われていることからも、今回、

既存の事業化・施策化能力に関する項目に求めら

れる内容が含まれているのかどうかを、点検する

必要があると考えた。 
以上より、先行研究で示された既存の事業化・

施策化能力と、事業実装能力の内容を比較するこ

とによって、既存の能力項目では不十分な点、充

実を要する点を、実装科学の視点から明確化する

ことを目的とした。この結果は、今後の保健師の

事業化・施策化能力向上の方向性を示す基礎資料

となると考える。 
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Ⅱ．研究方法

1 用語の定義

本研究における用語の定義について、事業とは、

「事業、活動など、保健師が所属する組織の構成

員が主催し、個人・家族、集団・組織・地区など

のコミュニティといった対象者に行っている働

きかけのこと」、事業化・施策化とは、先行研究
18)19)を参考に、「住民の健康ニーズに基づき、不

足又は未整備の保健事業や地域組織などの社会

資源を新たに創り出すことに課題認識と創出意

思をもって関与することであり、既存事業の見直

しやトップダウンの事業の地域特性に応じたア

レンジも含む」、事業実装とは、「保健師や所属

する組織が、新たな保健事業・特定の介入を採用

し、業務に導入し、展開する、一連のエビデンス

に基づく行動」とし、採用・導入とは、新規事業

の実施・評価までを含むものとした。 
2. 比較検討する項目の収集 
1) 先行研究で明確化された保健師の事業化・ 

施策化能力に関する項目 
保健師の事業化・施策化能力に関する先行研究

を、医学中央雑誌、CiNii Reseach において、「保

健師 AND (事業化 OR 施策化)」で、2023 年 9 月

5日に検索した。収集した文献から重複する文献、

会議録・解説・雑誌掲載文献、自治体で働く保健

師以外を対象とした文献、尺度開発を目的とした

文献、母子など特定の活動分野・新任期群など特

定の時期・特定の地域に限定された文献は除外し

た。得られた文献の抄読を行い、事業化・施策化

能力とそれに資する要素に関する文献を抽出し、

それらで明らかにされていた既存の事業化・施策

化能力とその関連要因を、事業化・施策化能力に

関する項目（以下、事業化・施策化項目）として

用いることとし、記載されている結果を抜粋し、

表を作成することとした。 
2) 比較検討に用いる実装科学に基づく項目 
保健師の事業化・施策化能力における実装科学

に関する先行研究を、医学中央雑誌、CiNii 
Reseach において、「保健師 AND (実装 OR 事業

実装 OR 事業実装力)」で、2023 年 9 月 5 日に検

索したが、実装科学を用いた研究は存在しなかっ

た。したがって、比較検討に用いる実装科学に基

づく項目には、事業実装力を 5 領域 31 項目にま

とめた保健事業実装点検シート（Implementation 
Degree Assessment Sheet for Health Program; 以下

IDAS）20)を用いた（表 1）。IDAS は、保健事業

の新設・改善におけるエビデンス・プラクティス

ギャップの改善をめざして、実装科学の研究にお

いて開発された枠組みのうち、最も活用されてい

る Consolidated Framework for Implementation 
Research (以下 CFIR)21)を日本版にカスタマイズ

して、事業実装力の点検シートおよび測定用具と

して開発され、尺度としての信頼性・妥当性が確

認されている。実装する事業の特性や実装に際し

て必要な資源を確認する能力【事業特性】8項目、

他機関・他地域の状況、国や都道府県の政策の動

向を確認する能力【外的要因】4 項目、所属組織

自体の体制整備を行う能力【内的要因】9 項目、

知識・技術を身につけ、自己効力感を持ち、個人

が事業実装過程を展開する能力【個人特性】4 項

目、事業実装の過程を展開する能力【プロセス】

6 項目で構成される 20)。以下、実装科学に基づく

項目を IDAS 項目とする。 
3. 比較検討方法 
事業化・施策化項目と IDAS 項目をエクセル上

に並べ、まず筆頭著者が、各 IDAS 項目の意味内

容に対応する事業化・施策化項目を選定した。そ

の際、4 件の総説の内容に加えて、総説に含まれ

る文献を精読し、各項目の意味内容を把握した上

で、IDAS 項目と比較検討を実施した。その後、

第２共著者とその結果を確認し、判断が一致する

までディスカッションを重ねることにより、妥当

性の確保に努めた。事業実装のプロセスには、事

業化・施策化のプロセスが含まれるため、事業化・

施策化項目が複数の IDAS項目に該当する場合が

存在した。 
4. 倫理的配慮 
本研究は，文献に記載された内容を分析してお

り，人を対象とする倫理的配慮を要する研究には

該当しない。 
 

Ⅲ．結果 
1. 文献検索結果 
文献検索の結果、医学中央雑誌 133 件、CiNii 

Research82 件の計 215 件から、論文以外のもの、

重複文献を除外し 149 件が得られ、除外条件に沿

って 132 文献を除外したところ、事業化・施策化

能力に関する 17 件の文献が抽出された 12-13,18,22-

35)。これらの中の 4 件の総説 18,33-35)に、残り 13 件

の論文が含まれていた。そこで、13 件の論文の
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表 1 実装科学に基づく項目 保健事業実装点検シート IDAS

内容を精読したところ、そこから得られた事業

化・施策化に関わる重要な項目が、4 件の総説中

に全て含まれていることが確認されたため、4 件

の総説を分析の対象とした。これらから、事業化・

施策化の技術や関連要因の大項目 17 項目、小項

目 148 項目が得られた。表 2 は、4 編の総説本文

中に記載されている小項目を抜粋し作成した。 
2. 事業化・施策化項目と IDAS 項目の比較 

事業化・施策化項目と IDAS 項目の内容を比較

した結果を表 3 に示す。全ての事業化・施策化項

目は IDAS 項目と共通し、IDAS 項目にのみ見ら

れた項目は、表 3 で網掛けした項目の、【Ⅰ事業特 

 
性】「2 エビデンス確認」「5 試用確認」「7 媒体品 
質管理」3 項目、【Ⅲ内的要因】「20 リーダーシッ

プ発揮」1 項目、【Ⅳ個人特性】「23 自己効力感保

持」1 項目であった。 
 
Ⅳ．考察 
1. 事業化・施策化能力と IDAS の共通項目 
全ての事業化・施策化項目は IDAS 項目と共通

しており、実装科学における事業実装力の項目は

既存の事業化・施策化能力項目と共通することが

示された。保健師が事業実装過程を展開する際に

は、事業化・施策化能力を用いると推察される。 

領域 項目
事業の出処確認 その事業がどのように開発されたものかを知る
エビデンス確認 その事業がどの程度エビデンスの検証されたものかを知る
利点確認 既存の事業と比較して、利点・欠点を明確にする
適用性確認 現場に適用するためにどこをどう変更/調整すればよいかを明確にする
試用確認 全面的に導入する前に試行的な実施段階を経る
諸条件確認 導入に至る諸条件（手順、範囲、期間など）を明確にする
媒体品質管理 事業の品質を保証する教材・資料を揃える
経費確認 導入に掛かる経費を費目ごとに明確にする
課題と事業必要性確認 健康課題の動向に応じて新たな事業を導入する必要性を明確にする
共同可能性確認 他地域/他機関での実施状況を把握し情報や意見の交換をする
先進優良事例把握 他地域/他機関での先進優良事例とその実施状況を把握する
外的インセンティブ把握 国や都道府県の政策の動向をタイムリーに把握し活かす
場･設備の調達･管理 その事業を実施できる空間や設備を確認し準備する
合意手段整備 導入を協議する会議と、メール･電話等のコミュニケーション手段を持つ
組織文化考慮 組織文化（規範･価値･特性など）の影響を考慮する
新規受入風土醸成 組織が新しい事業の導入の優先度･重要性を認識し受容する
目標設定･公表 組織として事業によって到達する目標を設定し公表する
上位目標確認 組織の上位目標（総合計画･基本指針など）との整合性を確認する
組織内学習風土整備 組織として事業に必要な知識と技術を学習する風土と体制を整る
リーダーシップ発揮 リーダーとして実施メンバーに事業の詳細･役割を説明し支持する
知識と情報へのアクセス 事業実施メンバーの力量形成環境（研修の機会や教材提供など）を整える
知識･信念保有 自分が事業を遂行する知識と技術、信念を持つ
自己効力感保持 自分が事業実施への自信/自己効力感を持つ
段階的展開スキル体得 事業の各段階を自分で展開できる準備をする（知識/説得/決定/実施/確認）
職業アイデンティティ保持 自分がこの職場で力量を発揮することに誇りを持つ
計画立案 組織として綿密に実行可能な実施計画を立てる
適材適所配置 全体統括/実行指揮/実行班に適切な人材を配置する
外部との連携･協働 外部の関係者・関係機関と必要に応じて連携・協働する
事業参加者募集 複数の広報媒体・手段を用いて事業への参加者を募集する
実施･展開 計画に基づいて事業を実施・展開する
振り返りと評価 定期的に実施経過を振り返り、評価、改善する
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表 2 保健師の事業化・施策化能力に関する項目

文献 大項目 小項目 文献 大項目 小項目
政策からの施策化 健康問題のアセスメント 解決すべきニーズ 集団のニーズ及び個別のニーズを把握する。

地区活動計画の作成 の存在を把握する 顕在化しているニーズ及び隠れたニーズを把握
住民主体の考え方 する。
施策反映の責任の認識 社会情勢や背景から今後予測されるニーズを把
住民参加の重要性の認識 する。
健康現象の認識と予測 解決すべきニーズ 個々の事例や類似した過去の事例の問題から共
保健施策の動向の把握 を地域の課題として 通点を見出す。
住民ニーズの把握 捉える 地域特性や社会情勢などの客観的情報も合わせ
健康問題の優先度の判断 て地域の健康問題として明確化する。
施策化の必要性の判断 現状分析と既存事 住民の生活実態の把握から既存事業で対応でき
データの収集・分析 業での対応の可否、 るか検討し、現状の反省も踏まえて新規事業の
事業決定レベルの見極め 行政として取り組む 必要性を検討する。
計画の必要性の明確化 必要性の可否を判 問題を放置した場合の転帰、影響を予測する。
関係者との事前協議 断する 事業を実施した場合の効果について予測する。
計画の位置付けの明確化 事業化への理解を 住民にとってよいものを提供したいという明確
事業計画との整合性 広げ、実施への体 なビジョンを掲げる。
当該計画の妥当性の検討 制を準備する 組織の承諾を得るために、行政組織での共通の
計画内容の検討 理解を得る。
執行計画の作成 行政内外の関係者や住民の問題意識レベルを高
計画レベルに応じた合意形成 めるための働きかけを行う。
決済手続きへの理解と実施 既存の政策体系や組織特性との整合性を考えた
財務・人事等との調整 事業案を検討する。
評価の視点の明確化 管理職、事務職との協力体制をつくる。

ニーズからの施策化 健康問題のアセスメント 資源の確保と情報 既存の社会資源の活用、再利用を検討する。
地区活動計画の作成 収集を行う 他機関、他職種、住民組織との協働について検
住民主体の考え方 討する。
施策反映の責任の認識 事業のヒントとなる情報を収集し、事業を具体
住民参加の重要性の認識 化させる。
健康現象の認識と予測 実施のタイミングを 社会情勢や政策の転換期を利用する。
保健施策の動向の把握 見極める 行政内外の関係者や住民の問題意識レベルを評
福祉などの動向の把握 価し、動機づけを図る。
住民ニーズの把握 実施の際のリスクを予測し、対処する。
健康問題の優先度の判断 継続を見据えて事業 国、県、自治体の政策に位置付ける。
施策化の必要性の判断 を実施する 他機関、他職種、地区組織などとの協働事業と
法的・財政的観点からの判断 して実施する。
データの収集・分析 住民をエンパワメントし、行政主導から住民主
事業決定レベルの見極め 導の事業へと発展させる。
計画の必要性の明確化 事業の質の担保と 事業のアセスメント、計画、実施の各段階を評
関係者との事前協議 拡大 価し、事業の質を保つ努力をする。
事業計画との整合性 第3者にも理解が広がるような客観的な評価を行
当該計画の妥当性の検討 う。
計画内容の検討 事業が地域に波及していくための評価を行う。
執行計画の作成 経験 新規事業の経験には、過去の事業化経験に関連
計画レベルに応じた合意形成 がある
決済手続きへの理解と実施 新任期・中堅期とベテラン期で事業化コンピテ
財務・人事等との調整 ンシーに差がある
実施体制づくり 現任教育 他者からの助言・指導は目標重視能力と行政事
会議などの設置 務に関する技術に影響を与える
事業の周知 行政事務について不慣れで時間がかかる
評価の視点の明確化 事業化の経験のある上司から学ぶ
評価方法の選択・実施 研修への計画的な派遣
評価結果の次年度計画への反映 公的な研修会や私的な時間を使い、不足する知
住民や職員の行動の変化の分析 識技術を身につけ自己研鑽する
他事業への波及効果の検討 新規事業の経験と、保健・医療・福祉に関する

個人だけではなく地域 行政が対応する必要性の高い 専門誌を読むことに関連がある
全体の健康課題である 健康課題（公共性）か否かを 職場組織風土 組織のビジョンが曖昧
ことを判断する方法 考慮する必要性 事業の指揮命令系統の明確化
健康課題の優先度をつ 住民や関係者と協働する必要性 日頃から事業化を円滑にするための情報共有を
ける方法 する
活用可能な資源を見積 行政内外における合意形成の 保健師間で話し合う時間や機会が十分にない
もる必要性 必要性 担当者会などの検討の場
行政職と看護と看護職 職位を獲得する必要性 施策化参画意義の実感による施策化担当職位の
の２つの機能を活用す 獲得・継承
る必要性 施策化全体のプロセスを一定の責任をもつ立場

で実践する経験が施策化技術能力の獲得に影響
を与える

注）小項目の番号は本論文で独自に作成

市町村
保健師
の事業
化・施
策化能
力向上
に資す
る要素

吉
岡

事業
化・施
策化の
具体的
な方法
論

吉
岡

保健師
の保健
計画・
施策化
能力

小
路

柴
木
田

事業化
方略

  大阪大学看護学雑誌 Vol.30 No.1（2024） 
ISSN 2189-8820 

i 

大阪大学看護学雑誌 第 巻 第 号（ ）

目 次

原 著 論 文 

一側性難聴のある人の経験 

渡邊のどか・楊玉春・髙橋慧・清水安子･････････････････････････････････････････1 

 

在宅で障がい者を介護する高齢の介護者に関わる生活介護事業所職員におけるアドバンス・ケ

ア・プランニング認知度とその関連要因：横断的研究 

森木友紀・生田花澄・勝久美月・竹下悠子・齋前裕一郎・大西真愛・笠松弥咲・ 

糀屋絵理子・藤井誠・竹屋泰･･････････････････････････････････････････････････12 

 

研 究 報 告 

岡山県の訪問看護ステーションにおける災害対策と在宅酸素利用者への対応の実態と課題 

畠中香織・細田美佳・山本恵美子・清水安子････････････････････････････････････21 

資 料

小児医療センターの付き添い家族に対する看護の定量化－看護必要度F項目（F：Family）の開発－

中谷安寿・前田稔宏・仲島圭将・圓見千代･天野美希･岩崎朋之････････････････････30

看護記録量的監査における自動監査を用いた手動監査の精度の検証

中谷安寿・鍋谷佳子・仲島圭将・平尾幸美・岩崎朋之･････････････････････････････39 

膠原病患者の教壇に立つ経験についての語り

成末梨乃・髙橋慧・清水安子･･･････････････････････････････････････････････････47 

実装科学の視点からみた保健師の事業化・施策化能力の課題 

下田和美怜・岡本玲子・宮本圭子・小出恵子・田中美帆･････････････････････････55 
 

シミュレーション教育を活用した実践者育成から指導者育成への変遷－急変対応コアナース会の10

年間の活動実績から見えた課題－ 

本村和也・堀井菜緒子・鍋谷佳子･･･････････････････････････････････････････････65 

投 稿 規 程･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････71

58



 
 

表 3 保健師の事業化・施策化能力と実装科学に基づく事業実装力の項目比較
IDAS項目 事業化・施策化項目 IDAS項目 事業化・施策化項目

事業の出処 計画の位置付けの明確化(政策からの施策化)(A15) 課題と事業 問題を放置した場合の転帰、影響を予測する。(C7)
確認 必要性確認 事業を実施した場合の効果について予測する。(C8)
エビデンス 住民の生活実態の把握から既存事業で対応できるか
確認 検討し、現状の反省も踏まえて新規事業の必要性を
利点確認 当該計画の妥当性の検討(政策からの施策化)(A17) 検討する。(C6)

当該計画の妥当性の検討(ニーズからの施策化) 事業のヒントとなる情報を収集し、事業を具体化
させる。(C16)

行政内外における合意形成の必要性(B3) 社会情勢や政策の転換期を利用する。(C17)
住民の生活実態の把握から既存事業で対応で 集団のニーズ及び個別のニーズを把握する。(C1)
きるか検討し、現状の反省も踏まえて新規事 顕在化しているニーズ及び隠れたニーズを把握する。
業の必要性を検討する。(C6)
既存の政策体系や組織特性との整合性を考え 社会情勢や背景から今後予測されるニーズを把握す
た事業案を検討する。(C12) る。(C3)
既存の社会資源の活用、再利用を検討する。(C14) 共同可能性 関係者との事前協議(政策からの施策化)(A14)

適用性確認 実施の際のリスクを予測し、対処する。(C19) 確認 当該計画の妥当性の検討(政策からの施策化)(A17)
試用確認 関係者との事前協議(ニーズからの施策化)(A39)
諸条件確認 実施の際のリスクを予測し、対処する。(C19) 当該計画の妥当性の検討(ニーズからの施策化)(A41)
媒体品質 行政内外における合意形成の必要性(B3)
管理 既存の社会資源の活用、再利用を検討する。(C14)
経費確認 決済手続きへの理解と実施(政策からの施策化) 他機関、他職種、住民組織との協働について検

討する。(C15)
法的・財政的観点からの判断(ニーズからの施策化) 先進優良事 行政内外における合意形成の必要性(B3)

例把握 既存の社会資源の活用、再利用を検討する。(C14)
決済手続きへの理解と実施(ニーズからの施策化) 外的インセ 保健施策の動向の把握(政策からの施策化)(A7)

ンティブ把 事業計画との整合性(政策からの施策化)(A16)
課題と事業 健康問題のアセスメント(政策からの施策化)(A1) 握 保健施策の動向の把握(ニーズからの施策化)(A30)
必要性確認 住民参加の重要性の認識(政策からの施策化)(A5) 福祉などの動向の把握(ニーズからの施策化)(A31)

健康現象の認識と予測(政策からの施策化)(A6) 事業計画との整合性(ニーズからの施策化)(A40)
住民ニーズの把握(政策からの施策化)(A8) 行政内外における合意形成の必要性(B3)
健康問題の優先度の判断(政策からの施策化)(A9) 既存の政策体系や組織特性との整合性を考えた事業
施策化の必要性の判断(政策からの施策化)(A10) 案を検討する。(C12)
データの収集・分析(政策からの施策化)(A11) 既存の社会資源の活用、再利用を検討する。(C14)
事業決定レベルの見極め(政策からの施策化)(A12) 他機関、他職種、住民組織との協働について検討す
計画の位置付けの明確化(政策からの施策化)(A15) る。(C15)
当該計画の妥当性の検討(政策からの施策化)(A17) 事業のヒントとなる情報を収集し、事業を具体化さ
健康問題のアセスメント(ニーズからの施策化) せる。(C16)

社会情勢や政策の転換期を利用する。(C17)
住民参加の重要性の認識(ニーズからの施策化) 場・設備の 計画レベルに応じた合意形成(政策からの施策化)

調達・管理
健康現象の認識と予測(ニーズからの施策化)(A29) 合意手段 計画レベルに応じた合意形成(ニーズからの施策化)
住民ニーズの把握(ニーズからの施策化)(A32) 整備
健康問題の優先度の判断(ニーズからの施策化) 会議などの設置(ニーズからの施策化)(A48)

行政内外における合意形成の必要性(B3)
施策化の必要性の判断(ニーズからの施策化)(A34) 日頃から事業化を円滑にするための情報共有をする
データの収集・分析(ニーズからの施策化)(A36)
事業決定レベルの見極め(ニーズからの施策化) 保健師間で話し合う時間や機会が十分にない(D12)

担当者会などの検討の場(D13)
計画の必要性の明確化(ニーズからの施策化)(A38) 組織文化 住民主体の考え方(政策からの施策化)(A3)
当該計画の妥当性の検討(ニーズからの施策化) 考慮 住民主体の考え方(ニーズからの施策化)(A26)

新規受入 計画レベルに応じた合意形成(政策からの施策化)
行政が対応する必要性の高い健康課題（公共性）か 風土整備
否かを考慮する必要性(B3) 計画レベルに応じた合意形成(ニーズからの施策化)
住民や関係者と協働する必要性(B2)
個々の事例や類似した過去の事例の問題から共通点 組織の承諾を得るために、行政組織での共通の理解
を見出す。(C4) を得る。(C10)
地域特性や社会情勢などの客観的情報も合わせて 行政内外の関係者や住民の問題意識レベルを評価し、
地域の健康問題として明確化する。(C5) 動機づけを図る。(C18)

注）網掛けは事業化・施策化項目と対応せずIDAS項目にのみ見られた項目
文献32): A, 33): B, 34): C, 17): D
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表 3 保健師の事業化・施策化能力と実装科学に基づく事業実装力の項目比較（続き）
IDAS項目 事業化・施策化項目 IDAS項目 事業化・施策化項目

目標設定・ 計画内容の検討(政策からの施策化)(A18) 段階的展開 事業化の経験のある上司から学ぶ(D5)
公表 住民にとってよいものを提供したいという明確なビ スキル体得 施策化全体のプロセスを一定の責任をもつ立場で実

ジョンを掲げる。(C9) 践する経験が施策化技術能力の獲得に影響を与える
上位目標 保健施策の動向の把握(政策からの施策化)(A7)
確認 施策化の必要性の判断(政策からの施策化)(A10) 施策化参画意義の実感による施策化担当職位の

計画の位置付けの明確化(政策からの施策化)(A15) 獲得・継承(D14)
事業計画との整合性(政策からの施策化)(A16) 職業アイデ 職位を獲得する必要性(B4)
執行計画の作成(政策からの施策化)(A19) ンティティ 施策化参画意義の実感による施策化担当職位の
保健施策の動向の把握(ニーズからの施策化)(A30) 保持 獲得・継承(D14)
福祉などの動向の把握(ニーズからの施策化)(A31) 計画立案 地区活動計画の作成(政策からの施策化)(A2)
法的・財政的観点からの判断(ニーズからの施策化) 計画の必要性の明確化(政策からの施策化)(A13)

計画内容の検討(政策からの施策化)(A18)
事業計画との整合性(ニーズからの施策化)(A40) 執行計画の作成(政策からの施策化)(A19)
既存の政策体系や組織特性との整合性を考えた事業 地区活動計画の作成(ニーズからの施策化)(A25)
事業案を検討する。(C12) 計画内容の検討(ニーズからの施策化)(A42)
国、県、自治体の政策に位置付ける。(C20) 執行計画の作成(ニーズからの施策化)(A43)

組織内学習 他者からの助言・指導は目標重視能力と行政事務に 実施の際のリスクを予測し、対処する。(C19)
風土整備 関する技術に影響を与える(D3) 適材適所配 実施体制づくり(ニーズからの施策化)(A47)

研修への計画的な派遣(D6) 置 事業の指揮命令系統の明確化(D10)
組織のビジョンが曖昧(D9) 外部との連 関係者との事前協議(政策からの施策化)(A14)
日頃から事業化を円滑にするための情報共有 携・協働 財務・人事等との調整(政策からの施策化)(A22)
をする(D11) 関係者との事前協議(ニーズからの施策化)(A39)
保健師間で話し合う時間や機会が十分にない(D12) 財務・人事等との調整(ニーズからの施策化)(A46)
担当者会などの検討の場(D13) 行政内外における合意形成の必要性(B3)

リーダーシ 住民や関係者と協働する必要性(B2)
ップ発揮 行政内外の関係者や住民の問題意識レベルを高め
知識と情報 公的な研修会や私的な時間を使い、不足する知識 るための働きかけを行う。(C11)
へのアクセ 技術を身につける(D7) 管理職、事務職との協力体制をつくる。(C13)
ス 他機関、他職種、住民組織との協働について検討
知識・信念 施策反映の責任の認識(政策からの施策化)(A4) する。(C15)
保有 決済手続きへの理解と実施(政策からの施策化)(A21) 国、県、自治体の政策に位置付ける。(C20)

施策反映の責任の認識(ニーズからの施策化)(A27) 他機関、他職種、地区組織などとの協働事業とし
決済手続きへの理解と実施(ニーズからの施策化) て実施する。(C21)

住民をエンパワメントし、行政主導から住民主導
新規事業の経験には、過去の事業化経験に関連が の事業へと発展させる。(C22)
ある(D1) 事業参加者 行政内外の関係者や住民の問題意識レベルを評価し、
新任期・中堅期とベテラン期で事業化コンピテン 募集 動機づけを図る。(C18)
シーに差がある(D2) 実施・展開 事業の周知(ニーズからの施策化)(A49)
行政事務について不慣れで時間がかかる(D4) 他機関、他職種、地区組織などとの協働事業として
事業化の経験のある上司から学ぶ(D5) 実施する。(C21)
新規事業の経験と、保健・医療・福祉に関する専門 住民をエンパワメントし、行政主導から住民主導の
誌を読むことに関連がある(D8) 事業へと発展させる。(C22)
施策化全体のプロセスを一定の責任をもつ立場で 振り返りと 評価の視点の明確化(政策からの施策化)(A23)
実践する経験が施策化技術能力の獲得に影響を与 評価 評価の視点の明確化(ニーズからの施策化)(A50)
える(D15) 評価方法の選択・実施(ニーズからの施策化)(A51)

自己効力感 評価結果の次年度計画への反映(ニーズからの施策
保持 化)(A52)
段階的展開 他者からの助言・指導は目標重視能力と行政事務に 住民や職員の行動の変化の分析(ニーズからの施策
スキル体得 関する技術に影響を与える(D3) 化)(A53)

行政事務について不慣れで時間がかかる(D4) 他事業への波及効果の検討(ニーズからの施策化)
研修への計画的な派遣(D6)
公的な研修会や私的な時間を使い、不足する知識 事業のアセスメント、計画、実施の各段階を評価し、
技術を身につける(D7) 事業の質を保つ努力をする。(C23)
新規事業の経験と、保健・医療・福祉に関する専門 第3者にも理解が広がるような客観的な評価を行う。
誌を読むことに関連がある(D8)
日頃から事業化を円滑にするための情報共有をする 事業が地域に波及していくための評価を行う。

注）網掛けは事業化・施策化項目と対応せずIDAS項目にのみ見られた項目
文献32): A, 33): B, 34): C, 17): D

Ⅴ
プ
ロ
セ
ス

Ⅳ
個
人
特
性

Ⅲ
内
的
要
因

Ⅳ
個
人
特
性

  大阪大学看護学雑誌 Vol.30 No.1（2024） 
ISSN 2189-8820 

i 

大阪大学看護学雑誌 第 巻 第 号（ ）

目 次

原 著 論 文 

一側性難聴のある人の経験 

渡邊のどか・楊玉春・髙橋慧・清水安子･････････････････････････････････････････1 

 

在宅で障がい者を介護する高齢の介護者に関わる生活介護事業所職員におけるアドバンス・ケ

ア・プランニング認知度とその関連要因：横断的研究 

森木友紀・生田花澄・勝久美月・竹下悠子・齋前裕一郎・大西真愛・笠松弥咲・ 

糀屋絵理子・藤井誠・竹屋泰･･････････････････････････････････････････････････12 

 

研 究 報 告 

岡山県の訪問看護ステーションにおける災害対策と在宅酸素利用者への対応の実態と課題 

畠中香織・細田美佳・山本恵美子・清水安子････････････････････････････････････21 

資 料

小児医療センターの付き添い家族に対する看護の定量化－看護必要度F項目（F：Family）の開発－

中谷安寿・前田稔宏・仲島圭将・圓見千代･天野美希･岩崎朋之････････････････････30

看護記録量的監査における自動監査を用いた手動監査の精度の検証

中谷安寿・鍋谷佳子・仲島圭将・平尾幸美・岩崎朋之･････････････････････････････39 

膠原病患者の教壇に立つ経験についての語り

成末梨乃・髙橋慧・清水安子･･･････････････････････････････････････････････････47 

実装科学の視点からみた保健師の事業化・施策化能力の課題 

下田和美怜・岡本玲子・宮本圭子・小出恵子・田中美帆･････････････････････････55 
 

シミュレーション教育を活用した実践者育成から指導者育成への変遷－急変対応コアナース会の10

年間の活動実績から見えた課題－ 

本村和也・堀井菜緒子・鍋谷佳子･･･････････････････････････････････････････････65 

投 稿 規 程･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････71

60



 

 

2. 事業化・施策化能力と対応せず IDAS にのみ

見られた項目 
事業化・施策化項目と対応せず IDAS 項目にの

み見られた項目から、事業実装過程の展開におい

て、既存の研究で示されている事業化・施策化能

力の内容では不十分であり、充実を要する項目が

存在することが示唆された。【Ⅰ事業特性】の「エ

ビデンス確認」の項目は、実装しようとする事業

のエビデンスを確認すること、「試用確認」の項目

は、自地域に導入する前に、試行的に実施するこ

と、「媒体品質管理」の項目は、事業の質を保証す

る教材・資料を準備し、実装の忠実度を高めるこ

とであり、既存の事業化・施策化能力に関する項

目には、必要なエビデンスを自地域に適応させる

能力が明記されていないことが明らかとなった。

先述した保健師のエビデンス活用力が低い 2)こと

からも、新たに収集したエビデンスを自地域の状

況に適応させる能力の開発支援が必要であると

考えられる。【Ⅲ内的要因】の「リーダーシップ発

揮」の項目は、リーダーとして実施メンバーに事

業の詳細･役割を説明し支持することであり、既

存の事業化・施策化能力に関する項目には、部署・

組織内の人々と連携し、事例・政策のマネジメン

トを行う能力が明記されていないことが明らか

となった。新たに、効果的な実践のためのリーダ

ーシップを発揮する能力の開発支援が必要であ

ると考えられる。【Ⅳ個人特性】の「自己効力感保

持」は、事業実施への自信や自己効力感を持つこ

とであり、既存の事業化・施策化能力に関する項

目には、個人の自己効力感に関する内容が明記さ

れていないことが明らかとなった。新たに、目標

達成に向け、一連の行動を成し遂げていく信念を

持つような支援が求められていると考えられる。

また、以上の項目は、先行研究 36)の新任期保健師

における IDAS 実施度の低い項目と一致しており、

新任期を含め、介入が急務な項目と考えられる。 
以上より、保健師の事業化・施策化能力におい

て、実装科学の視点から既存の項目が不十分な点、

充実を要する点が明らかとなった。今後、事業化・

施策化能力において、エビデンスに基づく実践を

推進するために、先行研究で明らかにされている

既存の事業化・施策化能力に関する内容に加え、

今回新たに実装科学の視点から充実が必要と考

えられた、自地域にエビデンスを適応させること、

部署・職場内でのリーダーシップを発揮すること、

個人が自己効力感を持ち実践することについて

学習できる機会の設置や、研修プログラムの開発

が重要であると考えられる。また、個人が事業実

施への自信や自己効力感を高めることを目的と

して、実際の事業化・施策化の展開過程における

オンザジョブトレーニングの実施が重要と考え

られる。また、先行研究において記載がされてい

なかった内容は、事業化・施策化において既に実

施されているが、言語化されていない可能性があ

るため、事業化・施策化における保健師の行動の

さらなる言語化が必要であると考えられる。 
3. 研究の限界 
本研究は実装科学の枠組みのうち IDAS を使用

したが、枠組みは多数存在しており、その他の枠

組みを使用して事業化・施策化項目と比較し、更

なる調査を行うことが必要であると考えられる。

また、CFIR の各構成要素は研究や評価の文脈で

戦略的に評価されるべきであり、介入を状況設定

に適切に適合させるために必要なものを決定す

る必要がある 37)。よって全ての保健事業に全ての

IDAS 項目が該当するとは限らず、保健事業が実

施される文脈や状況設定において必要な項目を

使用する場合があると考えられる。最後に、事業

化・施策化項目は既存のレビュー論文から抽出し

た項目を使用したが、保健師の事業化・施策化能

力に関する近年の原著論文は少数であった。IDAS
との十分な比較のためには、今後事業化・施策化

に関する尺度を作成・比較することが必要である

と考えられる。 

Ⅴ．結語 
保健師の事業化・施策化能力に関する既存の項

目では不十分な点を、実装科学の視点から明らか

にした結果、IDAS の【Ⅰ事業特性】の「2 エビデン

ス確認」「5 試用確認」「7 媒体品質管理」の 3 項

目、【Ⅲ内的要因】の「20 リーダーシップ発揮」の

1 項目、【Ⅳ個人特性】の「23 自己効力感保持」の

1 項目の不足が示された。今後、事業化・施策化

能力においてエビデンスに基づく実践を推進す

るためには、既存の事業化・施策化能力に関する

項目に加え、新たに、自地域にエビデンスを適応

させること、部署・職場内でのリーダーシップを

発揮すること、個人が自己効力感を持ち実践する

ことができる学習機会の設置や研修プログラム

の開発、実際の事業化・施策化展開過程における

オンザジョブトレーニングを行う重要性が示唆

された。 
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